
稲毛区民の要望を提出し、
市と懇談をしました

ガードパイプの設置要望実現

六方調整池の説明看板が
改修されました

　2025年第1回定例会の予算審査特別委員会においてバス路線の減便の状況について質問したところ、
1年9ヶ月間で約1,380便も減っていることがわかりました。市はバス事業者に赤字路線への支援として
新年度予算で7,500万円を計上していますが、昨年度と全く同じ額であり、減便への対応は不十分です。
市民の移動手段を確保していくために、バス路線の維持は重
要であることから大幅な予算増を求めました。
　バス路線の維持のためにはバス利用者を増やすことも必要
です。高齢者の外出を応援する「おでかけ応援パス」の導入
を求めていきます。

バス路線維持のため
大幅に予算を増やしてと要望

バス路線減便は
1380便

小仲台坂通り

　１月23日、稲毛区のみなさんから寄せられた17項
目の要望書を市に提出し、懇談を行いました。主な
要望項目は道路の改修や市道の草刈り、歩道橋への
手すりの設置、公園のベンチ改修、公民館図書室の
充実などです。
　懇談に参加した住民の改善要望の訴えに対して、
「すでに対応済みである」「来年度予算で対応する」
などの前進回答が多く、懇談の参加者は市の迅速な
対応を喜びました。
　引き続き、みなさんのお困りごとやご要望を市に
届け、暮らしやすい千葉市にするため力を尽くします。

　昨年、道路と歩道に段差があるこ
とを知らずに車が歩道に転落する事
故があり、柵を付けてほしいと要望
がありました。花見川・稲毛土木事
務所に安全柵の設置を要望していま
したが、今年2月に設置され、安全
に通行できるようになりました。

　2024年第2回定例会一般質問に
おいて「老朽化している六方調整池
の説明看板を交換すべきではない
か」との質問に対し、市は「状況に
応じて適切に対応する」と答えてい
ましたが、2月末にようやく部分的ではありますが改修が実現しました。
　市は、6か所ある看板をすべて交換するにはお金がかかるため、大雨
時の注意喚起について記載した部分について新しいものに交換したと説
明しています。

日本共産党 市議会議員

あぐい初美 議会
だより
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ご相談ください

議会質問
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 年 便数
 2023年3月31日時点 約9,330便
 2024年12月1日時点 約7,950便

バス路線の減便数の推移
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ご意見・ご要望はお気軽にどうぞ

意見書名＼会派名 共産党 自民党 公明党 立憲民主 
無所属

インボイス制度の廃止を求める意見書 提出 × × 〇
子どもの権利救済機関の設置を求める意見書 提出 × × 〇
訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引
き上げを求める意見書 提出 × × 〇
国立病院機構が安定的に職員を確保できるよう支
援を求める意見書 提出 × × ×
千葉県営水道料金の値上げ中止を求める意見書 提出 × × ×

意見書・条例提案・請願に対する各会派・各議員の態度
（〇＝賛成　×＝反対）

条例・請願名＼議員名
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千葉市子どもたちをいじめから守るための条例 
（提案：日本共産党千葉市議団） 〇 × × × × × × ×

千葉市の教育に関する請願 
（提出者：全教千葉教職員組合） 〇 × × × × × × ×

共産党：日本共産党千葉市議会議員団、自民党：自由民主党千葉市議会議員団、公明党：公明党千葉市
議会議員団、立憲民主無所属：立憲民主・無所属千葉市議会議員団


